
第2817号 （第３種郵便物認可） 2025年（令和7年）11月13日コ ン ク リ ー ト 新 聞 （週刊） （6）

　先代である父が急逝したのが10年前。母が
他界して２年後のことだった。４代目として
当時32歳で会社を継ぐことになった。喪主あ
いさつで取引先の皆様に「とにかく今まで通
りのお付き合いをさせてほしい」と伝えたの
を覚えている。何とかしなければならない、
絶対に成功させるという強い思いだった。
　この10年、たくさんの方にお支えいただい
た。社員も本当に良く頑張ってくれた。会社
設立からは70年。長い歴史を振り返って感じ
るのは、全ての関係者への大きな感謝だ。
　いまの生コン業界は、本当に素晴らしい業
界だと思う。義理や礼節を重んじる心があ
る。長年にわたって働く人も多く、それは良

い業界である証拠だろう。ただ、自分が子ど
ものころを振り返ると、生コン業界には３Ｋ
（きつい、汚い、危険）の雰囲気があった。
悪いイメージも持ってしまっていた。だから
こそ、イメージも良い業界にしたいと純粋に
思った。そのためには、当たり前だが、まず
は自社を良くしていかなければならない。
　お客様には「河島コンクリート工業に仕事
を任せてよかった」と思ってもらいたいし、
社員には「河島コンクリート工業に勤めて良
かった」と思ってもらいたい。小学生の息子
が２人いるが、将来「お父さんの会社ってい
い会社だね」、「お父さんの業界っていい業界
だね」と言ってもらいたい。それが夢だ。

　20数年前に練馬区から板橋区に会社移転し
た。板橋の地域の方々に「河島コンクリート
工業が来てくれて良かった」と言ってもらえ
る企業でありたいと思うとともに、古巣の練
馬にもそうあるべきだと責任も感じている。
我々は地場で仕事をしている。社業発展と地
域活性化は相関関係にある。全国各地に、同
じ思いを持った生コン工場の同志がいらっし
ゃるはず。生コン工場がそれぞれの地域を盛
り上げ、令和世代の若い人たちからも魅力が
あると感じてもらえるよう、業界を引き上げ
ていきたい。温故知新を大切に、ベテランの
力と若手の力が混ざり合った業界にしたい。
　全国約3000工場に色んな特色があってい

い。生コンJIS（A5308）という型を重んじな
がらも、縛られ過ぎることなく、各々が型破
りのことに取り組めば、全体が発展していけ
る。ときにチャレンジが必要だろう。アンテ
ナを張りながら日々研鑽を重ねて、時代の変
化に対応しつつバージョンアップしていかな
ければならない。
　もっと色々なものを創っていきたい。生コ
ン工場はこれくらいで済ませていいだろう、
とか、生コン工場はこういうことは諦めたほ
うがいい、という考え方で終わってしまうの
は悔しい。創造性の発揮が生コン業界のイメ
ージアップにもつながると信じている。社会
に胸を張って表現していきたい。

河島コンクリート工業、会社設立70周年

地域・取引先・社員、全てに感謝
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。
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仲
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仲
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っ
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受
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入
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献
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あ
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。
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先
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事
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に
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っ
た
。
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、
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の
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受
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。
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河
島
社
長
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技
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だ
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な
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、
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つ
な
が
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１
０
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。
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70周年を迎えて

河島慎吾社長
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